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要旨

　全国社会福祉協議会は、「ふれあい・いきいきサロン」

について、「地域を拠点に、住民である当事者とボラン

ティアが協働で企画し、内容を決め、共に運営していく

楽しい仲間づくりの活動であり、一人暮らしであった

り、家族がいても昼間は一人きりで、会話をする相手も

なく閉じこもりがちに暮らしている高齢者などが、気軽

に出かけて仲間づくりをしたり、一緒に食事をすること
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Abstract

　The Japan Council of Social Welfare has defined a “Fureai-Ikiiki Salon” as “enjoyable 
social activities jointly determined, planned, and run by involved residents and volunteers 
based in the community, these activities are intended to encourage the elderly to be active 
by having  individuals who live alone, live with family but eat lunch by themselves,  or who 
shut themselves in with no one to talk to eat together so that they feel comfortable going 
out and socializing.” In this research, 75 elderly individuals who participate in a“Fureai-
Ikiiki Salon”for the elderly at 5 sites in Kita Ward, Niigata were randomly selected and 
individually interviewed, and this paper discusses the siginificance of such “Fureai-Ikiiki 
Salon” for the elderly from the perspective of the participants. When considering the 
lifestyle desired for the elderly, the goal is to enhance their individual role as residents and 
their leisurely activities, but as this research found enriching interpersonal relationships in 
the commmunity by steps like actively creating opportunities for residents to socialize is 
also vital. In this sense, a“Fureai-Ikiiki Salon” for the elderly is an activity “intended to 
encourage the elderly to be active” by “eating together so that they feel comfortable going 
out and socializing.” As a form of activity that intended to enrich interpersonal 
relationships in the community, it is effective for the elderly.

Keyword：Fureai-Ikiiki Salon,elderly,participants,community

Title:016-020豊田.ec8 Page:16  Date: 2009/02/27 Fri 21:54:20 



����

�������	
��
������������������

により、高齢者がいきいきと元気に暮らせることをめざ

す活動である」と定義している。筆者は、新潟市北区内

で開催されている５か所の高齢者「ふれあい・いきいき

サロン」に実際に参加している無作為に抽出した７５名の

高齢者に対する個別面接調査を実施し、参加者の視点に

立脚した高齢者「ふれあい・いきいきサロン」の意義に

ついて考察した。その結果、高齢者にとっての望ましい

生活のあり方を考える場合、個人としての家庭での役割

や趣味の活動などを豊かにしていくことと併せて、住民

同士の交流を積極的に創出することをはじめとして、地

域社会における人間関係を豊かにしていく地域づくりが

重要であるとの結論を得た。この意味で、高齢者「ふれ

あい・いきいきサロン」は、「高齢者が気軽に出かけて仲

間づくりをしたり、一緒に食事をすることにより、いき

いきと元気に暮らせることをめざす活動」として、地域

社会における人間関係を豊かにしていくための地域づく

りの活動の一つの形態として、有効性を持っていると結

論できる。

Ⅰ　本研究の目的と方法及び意義

　全国社会福祉協議会によれば、「ふれあい・いきいきサ

ロン」の定義は、「地域を拠点に、住民である当事者とボ

ランティアとが協働で企画し、内容を決め、共に運営し

ていく楽しい仲間づくりの活動」であるとされている。

また、「ふれあい・いきいきサロン」が何をめざすかにつ

いては、「ひとり暮らしであったり、家族がいても昼間一

人きりで、会話をする相手もなく閉じこもりがちに暮ら

している高齢者などが、気軽に出かけて仲間づくりをし

たり、一緒に食事をすることにより、高齢者がいきいき

と元気に暮らせることをめざしている」とされている。

さらに、「高齢者だけではなく、地域の障害者や子育て中

の親など、閉じこもり、孤立しがちな人たちが気軽に集

まり仲間づくりができる活動」ともされている。従って、

「ふれあい・いきいきサロン」の対象者は高齢者や障害

者、子育て中の親などであり、運営の担い手は、当事者

と住民ボランティアが協力しながら自発的に行う活動で

ある。そして、開催場所は自宅でも野外でもよく、活動

内容も当事者が自由な発想で企画することが重要である

とされている。また、高齢者を対象にした場合の「ふれ

あい・いきいきサロン」の効果については、「①楽しさ・

生きがい・社会参加、②無理なく体を動かせる、③適度

な精神的刺激、④健康や栄養について意識する習慣がつ

く、⑤生活のメリハリ、⑥閉じこもらせない」と整理さ

れている。なお、「ふれあい・いきいきサロン」の数は、

２００３年４月現在、全国で約３万７０００か所であり、今日に

おいても増加傾向にあるとされている。（１）

　本研究の目的は、実際に「ふれあい・いきいきサロン」

に参加したことがある高齢者にとって、「ふれあい・いき

いきサロン」がどのような意義を持っているのかについ

て考察することである。また、本研究の方法は、新潟市

北区内で開催されている高齢者のための「ふれあい・い

きいきサロン」を無作為に５か所抽出し、これらの「ふ

れあい・いきいきサロン」に実際に参加している高齢者

に対して個別面接調査を実施し、その回答内容を分析す

ることによって、参加者の視点から「ふれあい・いきい

きサロン」の意義を考察する方法を用いるものである。

従って、本研究の意義は、全国社会福祉協議会が高齢者

を対象にした場合の「ふれあい・いきいきサロン」の効

果について、「①楽しさ・生きがい・社会参加、②無理な

く体を動かせる、③適度な精神的刺激、④健康や栄養に

ついて意識する習慣がつく、⑤生活のメリハリ、⑥閉じ

こもらせない」と整理しているが、これらの諸点につい

て実際に「ふれあい・いきいきサロン」に参加している

高齢者の視点に基づいて考察を深めることにある。

　なお、上述した個別面接調査については、被調査者全

員の了承を得て実施したものであり、また、調査結果を

公表することについても了承を得ていることを付記して

おく。

Ⅱ　個別面接調査の内容及び結果

　本研究の方法については上述したとおりであるが、新

潟市北区内で開催されている５か所の高齢者のための

「ふれあい・いきいきサロン」を無作為に抽出し、そこ

に実際に参加している７５名の高齢者を無作為に抽出し、

２００６年９月に個別面接調査を実施した。その調査項目は

以下のとおりである。具体的には、①性別、②年齢、③

家族構成、④友人・知人の多寡、⑤近所付き合いの多寡、

⑥「ふれあい・いきいきサロン」への参加頻度、⑦個人

的な趣味の有無、⑧家庭における役割の有無、⑨参加者

としての視点からみた「ふれあい・いきいきサロン」の

意義、についてである。

　以上の調査項目のうち、③家族構成、④友人・知人の

多寡、⑤近所付き合いの多寡、⑥「ふれあい・いきいき

サロン」への参加頻度、⑦個人的な趣味の有無について

の項目は、全国社会福祉協議会が「ふれあい・いきいき

サロン」について、「ひとり暮らしであったり、家族がい

ても昼間一人きりで、会話をする相手もなく閉じこもり

がちに暮らしている高齢者などが、気軽に出かけて仲間

づくりをしたり、一緒に食事をすることにより、高齢者

がいきいきと元気に暮らせることをめざしている」と位

置づけていることを深めるための調査項目である。ま

た、⑨参加者としての視点からみた「ふれあい・いきい
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きサロン」の意義についての調査項目は、全国社会福祉

協議会が高齢者を対象にした場合の「ふれあい・いきい

きサロン」の効果について、「①楽しさ・生きがい・社会

参加、②無理なく体を動かせる、③適度な精神的刺激、

④健康や栄養について意識する習慣がつく、⑤生活のメ

リハリ、⑥閉じこもらせない」と整理しているが、本研

究においては、これらの諸点についてさらに深めること

を目的にしているため、あえて非構造的調査項目を用い

る技法によって、参加者としての視点からみた「ふれあ

い・いきいきサロン」の意義について調査するための項

目である。

　なお、調査結果は以下のとおりである。

①被調査者に占める男女別の割合は、男性が２２名（２９％）

で女性が５３名（７１％）である。個別面接調査の対象者

は無作為に抽出しているため、これは高齢者「ふれあ

い・いきいきサロン」への参加者全体についての男女

の割合ではない。しかし、現実問題としては女性の参

加者のほうが男性の参加者よりも多いのが実態であ

る。

②被調査者の年齢構成については、５０歳台が１名

（１％）、６０歳台が１７名（２３％）、７０歳台が３２名（４３％）、

８０歳台が２３名（３１％）、９０歳台が２名（３％）であり、

７０歳以上が７７％を占めている。しかし、この調査項目

についても調査対象者を無作為に抽出しているため、

高齢者「ふれあい・いきいきサロン」への参加者全体

についての年齢構成比を反映しているものではない。

しかし、高齢者「ふれあい・いきいきサロン」への参

加者の中で７０歳以上の参加者が占める割合は相対的に

多数であるのが実態である。

③被調査者の家族構成については、一人暮らしが８名

（１１％）、夫婦のみ世帯が１８名（２４％）、その他が４９名

（６５％）であり、高齢者のみの世帯は２６名（３５％）で

ある。現実的にも新潟市北区内においては、高齢者の

みの世帯はその他の世帯よりも少数である。

④被調査者の友人・知人の多寡については、「友人・知人

が多い」が４７名（６３％）で「友人・知人が少ない」が

２８名（３７％）であり、新潟市北区内の「ふれあい・い

きいきサロン」の参加者における友人・知人関係は相

対的に豊かであることが推察できる。

⑤被調査者の近所づきあいの多寡については、「近所づ

きあいが多い」が４３名（５７％）で「近所づきあいが少

ない」が３２名（４３％）であり、新潟市北区内において

は高齢者の近隣関係は一定の関係が築かれていること

が推察できる。

⑥被調査者の高齢者「ふれあい・いきいきサロン」への

参加頻度については、「毎回参加する」が５７名（７６％）、

「ほぼ毎回参加する」が３名（４％）、「時々参加する」

が７名（９％）、「数回参加した」が８名（１１％）であ

る。約８割の被調査者が毎回参加しており、高齢者

「ふれあい・いきいきサロン」への参加者は概ね固定

している傾向にあることが推察できる。

⑦被調査者の個人的な趣味の有無については、「趣味を

持っている」が４８名（６４％）で「趣味を持っていない」

が２７名（３６％）である。従って、個人的な趣味を持っ

ていても高齢者「ふれあい・いきいきサロン」に積極

的に参加している高齢者の割合が相対的に高いといえ

る。

⑧被調査者の家庭における役割の有無については、「役

割がある」が４９名（６５％）で「役割がない」が２６名

（３５％）である。従って、家庭における役割を持ちつ

つ高齢者「ふれあい・いきいきサロン」に参加してい

る高齢者の割合が相対的に高いといえる。

⑨参加者としての視点からみた高齢者「ふれあい・いき

いきサロン」の意義については、「話をすることが楽し

い」が５９名（７９％）、「活動が楽しい」が２６名（３５％）、

「食事が楽しい」が１名（１％）、「分からない」が２

名（３％）であり（複数回答）、７３名（９７％）の被調査

者が高齢者「ふれあい・いきいきサロン」について積

極的に肯定している。この意味では、全国社会福祉協

議会が「ふれあい・いきいきサロン」について定義し

ている「地域を拠点に、住民である当事者とボラン

ティアとが協働で企画し、内容を決め、共に運営して

いく楽しい仲間づくりの活動」であることを裏付けて

いる結果になっている。また、全国社会福祉協議会が

高齢者を対象にした場合の「ふれあい・いきいきサロ

ン」の効果について、「①楽しさ・生きがい・社会参

加、②無理なく体を動かせる、③適度な精神的刺激、

④健康や栄養について意識する習慣がつく、⑤生活の

メリハリ、⑥閉じこもらせない」と整理していること

と比較すると、「④健康や栄養について意識する習慣

がつく」ことを除いて一定の共通性が見出せる。

Ⅲ　個別面接調査結果の分析及び考察

　以下では個別面接調査の結果について分析し、参加者

の視点からみた高齢者「ふれあい・いきいきサロン」の

意義について考察する。

　第一に、無作為に抽出した高齢者「ふれあい・いきき

サロン」に実際に参加している７５名の高齢者のうち、７３

名（９７％）の高齢者が高齢者「ふれあい・いきいきサロ

ン」の意義を肯定的に評価しており、このことを前提に

して個別面接調査の結果を分析し考察することが必用で

あるといえる。

　第二に、個別面接調査の結果によれば、一人暮らしと
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夫婦のみの世帯以外の家族構成である高齢者が４９名

（６５％）を占め、友人・知人が多いと回答した高齢者が

４７名（６３％）で、近所づきあいが多いと回答した高齢者

が４３名（５３％）であり、趣味を持っていると回答した高

齢者が４８名（６４％）を占め、家庭における役割を持って

いると回答した高齢者が４９名（６５％）を占めていること

は、家族構成、友人・知人の多寡や近所づきあいの多寡、

趣味を持っているかどうかや家庭における役割を持って

いるかどうかに関わらず、被調査者のほとんどが高齢者

「ふれあい・いきいきサロン」を肯定的に評価している

ことになり、このことも個別面接調査の結果を分析し考

察する場合の前提にする必要があるといえる。

　さて第三に、全国社会福祉協議会が高齢者を対象にし

た場合の「ふれあい・いきいきサロン」の効果について、

「①楽しさ・生きがい・社会参加、②無理なく体を動か

せる、③適度な精神的刺激、④健康や栄養について意識

する習慣がつく、⑤生活のメリハリ、⑥閉じこもらせな

い」と整理していることについては上述したとおりであ

るが、これは高齢者の望ましい生活のあり方を想定し

て、そのことに貢献しているのが高齢者「ふれあい・い

きいきサロン」であるとの考え方に基づくものであろう。

しかしながら、７５名の実際に高齢者「ふれあい・いきい

きサロン」に参加している高齢者を対象にした個別面接

調査においては、上述したように、友人・知人が多く、

近所づきあいも多く、趣味を持っていて、家庭における

役割も持っている被調査者のほとんどが高齢者「ふれあ

い・いきいきサロン」を肯定的に評価していることにな

る。このことを前提にして考えると、高齢者を対象にし

た「ふれあい・いきいきサロン」の意義は、「①楽しさ・

生きがい・社会参加、②無理なく体を動かせる、③適度

な精神的刺激、④健康や栄養について意識する習慣がつ

く、⑤生活のメリハリ、⑥閉じこもらせない」としての

み整理するだけでは不十分であると指摘できることにな

る。具体的には、「ふれあい・いきいきサロン」の意義に

ついて考える場合、個々の高齢者の望ましい生活のあり

方を想定して、個人個人を取り巻く環境要因を充実させ

ていくことに貢献することを高齢者「ふれあい・いきい

きサロン」の意義として理解することも基本となる考え

方であるには違いないが、同時に、高齢者を地域社会の

一員として理解し、地域社会のあり方に立脚にした「ふ

れあい・いきいきサロン」の意義についても探求してい

く必要があると考えられる。

　つまり第四に、高齢者を対象にした「ふれあい・いき

いきサロン」の意義は、高齢者の住民同士としての交流

を創出していることなど、高齢者が地域社会を構成する

一員として位置づけられるもとで理解される必要がある

といえる。このことについて大倉福恵は、「平成６年に

全国社会福祉協議会により提唱された『ふれあい・いき

いきサロン』は、わずか１０数年で急速に設置数が増えて

おり、こうした広がりを持ったサロン活動の効果につい

ては、高齢者を対象に考えた場合、閉じこもり防止や介

護予防、仲間づくり等のさまざまな効果があるといわれ

ている。しかし、サロン活動が地域社会にどのような効

果をもたらしているのかについても明らかにしていくこ

とが必要である。サロン活動は、途切れていた住民のつ

ながりを再構築する場や、新たな出会いやつながりの場

としての効果があると考えられる。サロン活動は、地域

組織化（地域の拠点に人が集まり、集まった人たちが協

力して地域のことを考える、小さな地域福祉の共同体の

場をつくること）の手法として位置づけられる」（２）と指

摘している。こうした指摘を踏まえれば、高齢者を対象

にした「ふれあい・いきいきサロン」の意義は、高齢者

を個人単位で理解し、その生活を豊かにしていく意義を

持っているものであると同時に、地域社会を構成する一

員である高齢者同士のつながりを再構築する場としての

地域社会づくりの意義も併せ持っているといえる。

　このことに関する他の指摘を引用するならば、２００７年

１０月に厚生労働省社会・援護局に設置された「これから

の地域福祉の在り方に関する研究会」が、「地域は、隣人

たちとの社会的な関係の中で、それぞれの住民が自分ら

しい生き方を実現していく場であり、歳をとっても、障

害があっても、住み慣れた地域で自分らしい生き方を全

うできることが、その人の尊厳を支えることになる。そ

の意味で、地域の生活課題に取り組むことは、取り組む

側にとって自己実現につながるだけでなく、支援される

者にとっても地域で自己を実現し、尊厳ある生活が可能

となるものでもある」（３）とし、また、「地域は人々が暮

らす場であり、子育てや青少年の育成、高齢者や障害者

の支援、健康づくり、そして人々の社会貢献や自己実現

など、様々な活動の基本となる場である。特に、少子高

齢化の中で世帯の少人数化や家族の機能のさらなる低下

が進み、住民が地域の交流や支え合いに期待するところ

は大きい。また、人々のつながりができ、地域のまとま

りが高まると、自殺や非行などが減るといわれており、

地域社会を再生することは、現代社会が抱えている様々

な問題を解決する有効な方法の一つでもある」（４）とも述

べているが、このような視点に立って高齢者のための

「ふれあい・いきいきサロン」の意義についても検討す

ることが求められるといえる。

　すなわち、高齢者を対象にした「ふれあい・いきいき

サロン」は、高齢者を個人として把握し、その望ましい

生活のあり方として想定できる「①楽しさ・生きがい・

社会参加、②無理なく体を動かせる、③適度な精神的刺

激、④健康や栄養について意識する習慣がつく、⑤生活
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のメリハリ、⑥閉じこもらせない」ことを実現する意義

を持っていることは当然であるが、同時に、「途切れてい

た住民のつながりを再構築する場や、新たな出会いやつ

ながりの場」としての文脈の中で把握し、「地域社会を再

生する」意義を持つものとしても理解される必要がある

といえる。この意義は、「ひとり暮らしであったり、家族

がいても昼間一人きりで、会話をする相手もなく閉じこ

もりがちに暮らしている高齢者」に限られるものではな

く、個人的趣味の多寡、知人や友人の多寡、近隣関係の

多寡、家庭での役割の有無などに関わらず、地域社会を

構成する一員であるすべての高齢者に当てはまるもので

ある。また、高齢者の望ましい生活のあり方を考える場

合、家庭における役割や趣味および近所づきあいを豊か

にしていくことなどをはじめとして、高齢者個人を取り

巻く環境要因を充実させていくことは当然であるが、高

齢者を地域社会の一員として捉え、高齢者一人ひとりの

地域社会における人間関係を豊かにしていくことも重要

な課題であると指摘できる。

　最後に、本研究は２００６年度新潟医療福祉大学研究奨励

金に基づく研究であることを付記する。
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